
２　指導体制　　　　　　いじめ防止及び対応の指導体制 

  

 生徒指導提要 いじめの発見の工夫 ⑴　日常生活の変化等の把握  

   ⑵「学校楽しぃーと」実施

 ⑶「いじめ問題を考える週間」「人権旬  

 　間」「仲良し集会」等の活動の充実  

   ⑷　教育相談（児童との個別相談）

   ⑸　職員の情報交換

   　（職員連絡会〔生徒指導連絡会〕

 い じ め の 発 見 　　・研修・休息休憩時等）    

   ⑹　保健室・図書室等での観察・対話

   ⑺　日常の観察（生活日記等）

   ⑻　児童からの情報収集

  ⑼　家庭・地域からの情報収集

  

          報告・連絡・連携          連絡・連携

 　担　　　任  　保　護　者  

    

    　学級・学年   

  【継続的対応】

  

   ○事実の確認 連携

 　　  ・いじめた児童　・いじめられた児童

                      報告   　　・周りではやし立てる児童　・第三者

                      連絡   ○記録

    連携 　　 ・原因　・期間　・内容　・関係者等

 校長・教頭  生徒指導主任

 

                                         連絡・連携 ・栗野小いじめ･不登校等防止チー

  　連携 　ム会議 

         報告 いじめ防止対策委員会 ・町子連　・民生委員 

          連絡 （Ｈ２６年度設置） ・警察署 ・外指連  ・人権擁護委員

           連携 ・ＰＴＡ生活指導部

                                                      ・スポーツ少年団育成会　等

 【相談機関】

 全  職  員 ・県総合教育センター 

 教育委員会 ・県児童相談所 

 ＰＴＡ会長 ・鹿児島県警察本部少年課 

 警　察　署 ・鹿児島いじめホットライン

    【具体的方策】                                           【継続的実践】

 

 生活指導部員・学級担任 全　　　職　　　員

 

 〈いつ・どこで・だれが・だれに・どんなことを・ ⑴　全職員による目配りと気配り

　　　どんな方法で指導し・どのようなフォローを〉 ⑵「気付いたその時」の指導の徹底 

  ⑴　指導・援助の方法（個を生かす立場） ⑶　学級経営の充実

  ⑵　指導内容（全校・学級・個別） ⑷　家庭・地域とのラポートの確立

  ⑶　指導体制（チ－ムで当たる） ⑸　報告・連絡・相談の実施

  ⑷　場の設定 ⑹　一人ひとりを生かす学習指導・生活指導の実践

 ⑸　誰に対して（児童・保護者・その他）

 ⑹　学校全体としての今後の課題

⑺　指導の経過と観察，報告

 



３　重大事態への対処について 

 

　⑴　重大事態の定義 

 ①　いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命，心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき。

②　いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると認める

　とき。

　　①について 

　　　ア「生命に重大な被害」とは，自殺を企図した場合。（未遂を含む） 

　　　イ「心身に重大な被害」とは， 

　　　 (ｱ)　精神性の疾患を発症した場合。（例：うつ病等の精神疾患） 

　　　 (ｲ)　身体に重大な障害を負った場合。（例：骨折，打撲傷，内臓の損傷及び火傷など） 

　　　　　　虐待が疑われる事例は即刻，関係機関に報告する。 

　　　ウ「財産に重大な被害」とは，金品等に重大な被害を被った場合。 

　　　　（例：恐喝行為によって，児童等が固有の財産又は保護者の財産から金品を交付させられることなど。） 

　　②について　　 

　　　ア「相当の期間，学校を欠席する」とは， 

　　　 (ｱ)　不登校の定義を踏まえ，年間30日が目安。 

　　　　　 ※　30日に至らなくても，欠席が１週間続いたときは，きめ細やかに対応する。（電話・家庭訪問） 

　　　 (ｲ)　保護者とも連絡が取れず一定期間，連続して欠席している場合も重大事態と認識する。 

 

　⑵　重大事態への対処 

　　　　重大事態の発生 →　第１次緊急会議（栗野小全職員）→町教委へ報告（町教委→町長への報告） 

 

 

　　ア　学校は緊急会議の内容を町教委に報告し，町教委に指示を仰ぐ。 

　　イ　調査の主体は学校又は教育委員会となる。教育委員会は，学校が調査主体となる場合であっても，調査を実施す

　　　る学校に対して必要な指導，人的措置も含めた適切な支援を行う。 

 

　　　＜町教委の指示により，学校が主体となる調査を行う場合＞ 

　　　第２次緊急会議（第三者委員会）→ 計画に沿った調査と対応 → 第３次緊急会議　 

 

 

 

 

　　　　 ※　被害児童への聞き取り　　加害児童への聞き取り　周辺児童への聞き取り 

　　　  　　 被害児童対応班　　　　　加害児童対応班　　　　周辺児童対応班　　　 

　　　　 　　被害児童保護者対応班　　加害児童保護者対応班 

重大事態の報告，事実確認，対応の共通理解

町教委の指示をもとにした調査・対応の計画

※（メンバーの割り振り，調査や対応の方法）
調査や対応の結果報告と記録


